
2004年、国内のモータースポーツへ日産が投じたのは、ピュアスポーツカー「フェアレディZ」。

さらなる成長と進化を遂げ、「ロングノーズE Type」をリリース。

C-WESTでは、この限定モデルに着手。よりグラマラスに、そしてより機能性を追求しあボディーラインを創り上げました。

フロントバンパーは、E TYPEの全長であるサイズまで前方に伸ばす事により、ラジエター距離を長く設定し冷却効果を高め、

さらにはコーナリング性能を高める事に有利なバンパー形状を採用する事が可能となった。

オプションパーツのひとつであるカナードは大型化され、さらにダウンフォースを稼ぐ。

一方、ウイングを出来るだけ後部に装着する事により、得るダウンフォースの効果を最大限に引き出すためロングテール化されたリアバンパー、

いち早くフェアレディZの優勝を導いたC-WESTが、提案するZスタイルである。


